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令
和
元
年
九
月
二
十
六
日
、
厚
生
労
働
省
は
第
二
十
四
回
地
域
医
療
構
想
に
関
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
、
再

編
統
合
の
必
要
性
に
つ
い
て
特
に
議
論
が
必
要
な
全
国
四
百
二
十
四
の
公
立
病
院
及
び
公
的
病
院
（
以
下
「
再
検
証
対
象
医
療

機
関
」
と
い
う
。
）
の
病
院
名
を
公
表
し
た
。
再
検
証
対
象
医
療
機
関
と
さ
れ
た
医
療
機
関
は
、
地
域
医
療
構
想
の
実
現
に
向

け
た
医
療
機
能
と
病
床
数
を
念
頭
に
置
き
、
横
断
的
に
相
対
的
な
基
準
を
設
定
し
た
う
え
で
、
診
療
実
績
が
特
に
少
な
く
、
医

療
機
関
が
近
傍
に
あ
る
と
い
っ
た
項
目
に
よ
り
、
抽
出
さ
れ
た
。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
公
立
病
院
を
管
理
す
る
自
治
体
は
住
民
や
地
方
議
会
の
理
解
を
得
て
新
公
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
を
策
定
し

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
よ
う
な
手
順
を
踏
ま
ず
唐
突
な
病
院
名
公
表
に
よ
っ
て
、
地
域
医
療
構
想
へ
の
国
と
地
方
の

足
並
み
に
乱
れ
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

 

ま
た
、
平
成
二
十
九
年
三
月
末
現
在
全
国
八
百
九
十
六
の
脳
死
提
供
許
可
施
設
の
う
ち
、
体
制
が
整
っ
て
い
る
施
設
は
四
百

三
十
五
施
設
、
提
供
実
施
施
設
は
百
九
十
四
施
設
に
留
ま
る
。
臓
器
移
植
体
制
や
実
績
の
な
い
病
院
が
多
数
存
在
す
る
だ
け
で

な
く
、
再
検
証
対
象
医
療
機
関
に
臓
器
提
供
の
体
制
が
整
っ
て
い
る
病
院
が
含
ま
れ
て
い
る
な
ど
、
地
域
医
療
構
想
が
臓
器
移

植
体
制
に
与
え
る
影
響
へ
の
検
証
が
不
十
分
で
あ
る
。 
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以
上
を
踏
ま
え
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

一 
令
和
元
年
十
月
四
日
、
地
域
医
療
確
保
に
関
す
る
国
と
地
方
の
協
議
の
場
に
お
い
て
、
地
方
三
団
体
よ
り
再
編
統
合
の
推

進
手
法
が
適
切
で
は
な
い
な
ど
と
指
摘
さ
れ
た
が
、
出
席
者
の
指
摘
に
つ
い
て
政
府
の
見
解
を
問
う
。 

二 

公
立
病
院
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
既
に
総
務
省
の
新
公
立
病
院
改
革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
り
、
各
自
治
体
で
住
民
や
地

方
議
会
の
理
解
を
得
て
新
公
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
に
よ
る
改
革
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
連
携
を
と

り
、
改
革
と
再
検
証
の
整
合
性
を
取
る
の
か
、
政
府
の
見
解
を
問
う
。 

三 

本
年
二
月
二
十
四
日
付
け
の
産
経
新
聞
及
び
同
二
月
二
十
八
日
付
け
の
毎
日
新
聞
に
よ
る
と
、
脳
死
臓
器
提
供
に
つ
い

て
、
臓
器
移
植
体
制
が
整
っ
て
お
ら
ず
提
供
を
断
念
す
る
事
例
が
十
三
件
あ
り
、
移
植
を
待
機
し
て
死
亡
し
た
患
者
数
は
平

成
三
十
一
年
一
月
末
で
六
千
三
百
十
七
名
（
心
臓
、
肺
、
肝
臓
及
び
腎
臓
）
と
な
る
。
臓
器
提
供
の
意
思
表
示
確
認
は
、
臓

器
提
供
が
で
き
な
い
施
設
に
搬
送
さ
れ
た
場
合
実
施
さ
れ
な
い
と
聞
く
が
、
地
域
医
療
と
臓
器
移
植
体
制
の
現
状
に
つ
い

て
、
課
題
を
認
識
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
臓
器
提
供
事
例
は
偏
在
し
、
二
十
年
間
の
五
百
八
十
四
人
の
提
供
事
例
の
う
ち
、

二
割
が
十
二
施
設
に
集
中
し
て
い
る
と
聞
く
。
地
域
医
療
構
想
に
お
い
て
、
意
思
表
示
が
活
か
せ
な
い
臓
器
移
植
体
制
の
地

域
間
格
差
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
解
消
す
る
の
か
、
政
府
の
見
解
を
問
う
。 
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四 

院
内
体
制
整
備
事
業
に
よ
り
、
選
択
肢
提
示
や
意
思
表
示
確
認
や
、
脳
死
判
定
と
臓
器
提
供
が
で
き
る
環
境
が
整
備
さ
れ

て
い
る
。
事
業
実
施
施
設
は
平
成
二
十
五
年
か
ら
延
べ
二
百
九
十
施
設
と
な
っ
て
い
る
が
、
事
業
施
設
数
と
比
較
し
て
臓
器

提
供
件
数
が
伸
び
て
い
な
い
現
状
を
踏
ま
え
、
臓
器
提
供
件
数
が
増
え
る
よ
う
に
事
業
手
法
を
見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
、

政
府
の
見
解
を
問
う
。
ま
た
、
移
植
施
設
で
は
人
員
負
担
が
課
題
と
さ
れ
て
い
る
が
、
厚
生
労
働
省
の
進
め
る
移
植
施
設
の

負
担
軽
減
対
策
に
は
人
員
に
関
し
て
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
。
そ
の
内
容
、
成
果
を
示
さ
れ
た
い
。 

五 

地
域
医
療
構
想
に
お
い
て
、
再
検
証
対
象
医
療
機
関
に
臓
器
移
植
体
制
を
整
え
た
病
院
が
少
な
く
と
も
兵
庫
県
で
二
施
設

含
ま
れ
て
い
る
。
臓
器
移
植
体
制
へ
の
影
響
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
、
政
府
の
見
解
を
問
う
。 

六 

日
本
腎
臓
学
会
の
慢
性
腎
臓
病
の
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
る
と
、
臓
器
移
植
は
人
工
透
析
と
比
較
し
て
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
ク
オ

リ
テ
ィ
・
オ
ブ
・
ラ
イ
フ
）
や
医
療
経
済
的
利
点
が
あ
り
、
各
患
者
へ
腎
移
植
と
い
う
オ
プ
シ
ョ
ン
の
提
示
を
行
う
必
要
が

あ
る
と
し
て
い
る
。
人
工
透
析
の
時
間
的
制
約
、
様
々
な
生
活
の
制
限
、
高
額
な
公
的
助
成
も
踏
ま
え
れ
ば
、
地
域
医
療
構

想
に
お
い
て
、
脳
死
臓
器
提
供
へ
の
重
点
支
援
が
必
要
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
問
う
。 

 

右
質
問
す
る
。 


